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は じ め に

ニューヨークは世界の一大商業セソターとして発展が著 しく、1970年 代の情報化時代を迎え、

マソハッタソ区のミヅドタウソを中心に、一層の高層化を狙った再開発事業が急 ピッチで進ん

でいる。

一方、その開発の影で、ジェソ トリフィケーショソという名の下で、ダウソタウソやプロソ

クス、ブルックリソなどの老朽化 した住区での再開発事業が、黒人やヒスパニック等のマイ ノ

リティの住居を奪いホームレスや犯罪の増加を招いた り、ニューヨーク市財政の破綻を招い丁

いる。当論文は斯様な問題の社会 ・経済的背景を考察する。

1.ニ ュー ヨー クの社会 ・経済構想の変容

ニ ュ ー ヨー クは世 界 の一 大 商 業 セ ソ ター と同時 に、 新 大 陸 へ の ゲ イ トウ ェイ で あ る。 従 って 、

ニ ュー ヨー クは 、 人種 の 「るつ ぼ 」 とい わ れ るア メ リカ合 衆 国 を象徴 す る国際 都 市 と も言 え る。

こ こに、 ニ ュー一ヨー ク市 の 人 口の エ ス ニ ッ ク構 成 を 見 る と、1985年 現 在 で 、 す で に、 マ イ ノ

リテ ィの シ ェア ー が50%を 越 して お り、 この 限 りで は 、現 在 は 、 マ イ ノ リテ ィが 人 口構 成 上 、

イニ シア チ ブ を握 って い る都 市 と も言 え る。

然 し、 ニ ュー ヨー クは、 伝 統 的 に、 ユ ダヤ系 の支 配 が強 く、 基 本 的 に は 「白人 」 が 牛 耳 って

い た都 市 で あ り、現 在 も、 経 済 、 政 治 上 の イニ シ アチ ブで は 、 白人 が依 然 と して 握 って い る。

マ イ ノ リテ ィが、 ニ ュー ヨー クで 目立 って増 加 し始 め るの は 、20世 紀 に 入 って か らで あ る。

20世 紀 の当 初 で は 、 マ イ ノ リテ ィと して は ア ジア系 と ア フ リカ系 住 民 が 多 か った 。 ア ジ ア系 住

民 で も、 と りわ け中 国系 が多 か った 理 由 は、19世 紀 末 か らの 中 国 系 移民 へ の 弾 圧 が 大 き い。即

ち、 中 国か らの移 民 が、 排 斥 され 、農 業 面 で も、 農 地 の所 有 が禁 じ られ るな ど働 く場 所 と して 、

都市 、 と りわ け 、 ニ ュ ー ヨーク の よ うな人 種 の入 り くん だ 巨大 都 市 に職 を 求 め 、 自 らの コ ミュ

ニ テ ィを作 らざ る を得 な か っ た事 もあ る。
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ア フ リカ ソに う い て は、1862年 の奴 隷 開放 宣 言 以降 、 徐 々 に 米 国 の大 都 市 に 流 入 し出 して い

た が、 この ニ ュ ー ヨ ー ク に も20世 紀 に 入 り、 そ の雇 用 の拡 大 と共 に流 入 して きた 。1)(図1)

1920年 代 後 半 か らは、 プ エル トリ コか らの流 入 が著 しい。 これ は 米西 戦 争 の結 果 、 プエ ル ト

リコ人 に 、 米 国籍 が与 え られ 、 容 易 に 入 国 出来 た か らで あ る。1960年 代 の キ ュー バ 革 命 、1970

年代 か らの 中 南米 諸 国 で の経 済 の行 き詰 ま り、 政 情 不 安 な どか ら、 メキ シ コ、 ドミニ カ、 ニ カ

ラ グ ア な ど、"Hispani♂(ヒ ス パ ニ ッ ク)の 人 口流 入 が著 し くな っ た 。1990年 に は、 ア フ

リカ ソ よ り人 口比率 が高 くな っ た。 ニ ュ ー ヨー クは か つ て 、 市 の 人 口の4分 の1以 上 を 占め た

事 の あ るユ ダヤ系 住民 に代 わ って 、 ヒス パ ニ ッ ク系 が優 勢 に な った 。 一 時期 、 ニ ュー ヨー ク は

ユ ダヤ系 で 、 ニ ュー ヨー クの社 会 、 経 済Lr及 ぼ した影 響 が 強 く、 ニ ュー一ヨー クが"JewYork"

と呼 ば れ た 事 もあ った が 、 今 や ニ ュ ー一ヨー一クは ヒ ス パ ニ ョー クaHispaniyorkhと い う感 じさ

えあ る。

だ が 、 これ は 、 人 口の構 成 か らで 、 事 、経 済 的 な 意 味 合 い で は 、 依 然 、"白 人"が 卓 越 す る

都 市 で あ る。

こ こに 、 ニ ュー ヨー クに於 け る 雇用 構 造 の 変 化 を 見 る と、 か つ て 、 ニ ュー ヨ ー ク市 で卓 越 し

て いた 製 造 業 が 、 そ の地 位 を低 下 させ 、 代 って 、 サ ー ビ ス、 金 融 ・保 険 ・不 動 産 業 が伸 び て き

た。 こ とに 、 製 造 業 の低 下 ぶ りは 、1970年 代 に 入 って 一 段 と進 行 し、1970～88年 の20年 弱 の間
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図1ニ ュ ー ヨー ク市 の 人種 構成 の 変 化
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に、その雇用が半減以上 している。(図2)
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図2ニ ュ ー ヨー クに お け る雇 用 構 成 の変 化
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ニコー ヨー ク市庁の統計 よ り著者作成

又、商業 も、1970年 代に入って、徐々に、雇用を減少させている。商業活動は、本来、都市

の経済 ・社会活動の基幹産業として、都市の発展と共に伸びる筈であるが、1970年 代に入って、

徐々に、その雇用力を減 じ出した。 これは、都心部での都市再開発事業の毎に、商業機能がオ

ウィス機能にとって代えられ、商業機能が市の郊外へ移転 していった事を意味する。事実、ニュー

ヨーク市では、商業人 口が減少 したにも拘 らず、ニューヨー クのメ トロポリタソリージョソ全

体では増加 し続けている。

これに対 し、これまで、ニューヨークの産業基盤を支えてきた商 ・工業という二大産業が弱

体化する一方、サー ビス系の産業が卓越 し出した。

また、1970年 代の後半からは、産業界全体に、情報化、ハイテク化が進行 し、オフィスオー

トメーシ8ソ 化が徹底 して進行 した。 この事は、単純労働の職業が減 り、専門 ・技術的職業が

増加 した事になる。 ヒスパニックやアフリカソなどこの産業構造の変化に対応が困難な階層に

は厳 しい情況を迎えた事を意味す る。

この職業上の構成について、人種別にその変化を見ると、まず、管理系の職業については、

「白人」が80%を 越えており、圧倒的に多≦、又、次第に、その割合を増 している。1982年 に

は、87.5%に も昇っていで、アフ リカソやヒスパニ ヅクの比率は極めて低いものになってい

る。9)
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一方、非管理部門は、これに比 して、'マイノリテ ィの比率が高 くなっている。特にマイノリ

ティの比率が高いのは、サービス、オペレーターと言った職で高 くなっている。その中でもサー

ビス業ではマイノリティの比率が高 く、1982年 には60%を 越 している。然 し、技能、事務能力、

セールス能力が要求される所謂、専門的な能力が物を言 う職種については、 「白人」の率が非

管理職のなかでは多 くなっている。更に、注目すべきは、好況時の1980年 と不況時の1982年 と

の比較で分る事であるが、経済の不況に伴 う雇用減という厳 しい情況下になると、セールス、

オペ レーターと言った、本来、マイノリテ ィが活躍 していた部門まで白人が奪って しまうとい

う事態を招いている事である。(図3)

また、1980年 代の後半になって、米国内の景気が双子の赤字(貿 易と財政上の赤字)を かか

え、雇用面での全面低下が見られる。サービス系の金融 ・保険 ・不動産業と言ったそれ迄の成

長部門にも、かげりが見られ、ニューヨーク市内は勿論、ニューヨークメトロポ リタソリージョ

ン全体でもマイナスとなって しまった。4)

ここに、1980年 代初期の不況時以上に、後期では、アフリカソやヒスパニックにとって、失

業問題が大きくの しかかってきた。

2.マ イ ノ リテ ィの居住 をめ ぐる問題

先述 の と お り、情 報 化 に 伴 う就 業 上 の変 化 や 不況 は 、 マ イ ノ リテ ィ、 と りわ け、 ア フ リカ ン
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と ヒスパ ニ ッ クの生 活 を厳 しい もの に して い る。 第 二 次 大 戦 後 も、一 貫 して 、 市 全体 か らみ る

とマ イ ノ リテ ィの流 入 が 著 しか っ た。 こ れ ら移 民 の 絶 え ざ る大 量 の流 入 が 、 ニ ュー ヨー クが人

種 の るつ ぼ の典 型 的 都 市 と呼 ばれ る 由縁 で あ る。

ニ ュー ヨー クで の空 間 占拠 を述 ぺ る と 、第 二 次 大戦 後 は 、 マ ソバ ッタ ソ区 で は サ ー ビス系 の、

プ ロ ソ ク ス、 ブ ル ッ ク リソ、 クイ ー ソ区 では 製 造 業 にぞ れ そ れ、 都 市 の 発展 と共 に 雇用 力 が増

加 し、 これ を あて に、 多 量 の ア フ リカ ソ、 ヒスパ ニ ッ クが入 って 来 た。 ア フ リカ ソは1950～70

年 迄 の 流 入 が極 めて 多 く、 ヒスパ ニ ックは 、1920年 代 か ら1980年 代 末 ま で、 一 貫 して数 多 く流

入 して い る。1920年 代 か ら1960年 代 に か けて は 、 ブ エル トリ・コ人 が 多 か った が 、 そ の後 、 キ ニー一

バ 、 更 に 、 最 近 で は 、 ドミニ カ、 グ ァテ マ ラ、 ジ ャマ イ カ、 ハ イ チ、 コ ロ ソ ビア 、 エ クア ドル

が 多 い。s)こ の プ エ ル ト リコを 除 く中南 米 系 の流 入 が 急増 した の は 、1965年 の 「ケ ネ デ ィ ・ジ ョ

ソ ソ ソ」 移 民 法 施 行 以 降 、 移 民 の枠 が 広 が った 事 に よる。

ア ジア 系 につ い て は 、1980年 代 か らは 、 中 国 、 韓 国、 イ ソ ド、 イ ソ ドシ ナ 半 島、 フ ィ リピ ソ

が 、1990年 か ら'は、 旧 ソ連 、 東 欧 系 が 多 くな って い る。

この よ うに、 ニ ュー ヨー クで の マ イ ノ リテ ィの 増 加 数 は、 そ の 時 の世 界 の経 済 、 社 会 の変 化

が 大 き く反 映 され る。 この 中 で も、 中 国 や 韓 国 系 な ど、 比 較 的 高 学 歴 の移 民 が多 い ケ ー ス を除

い て、 これ らの 新 住 民 た ちは 、学 歴 が低 か った り、英 語 が 自由に 操 れ な か った りす る者 が多 く、

流 入 して 来 て も、 す ぐに 良 い 職 を 得 るの も厳 し く、 か な り厳 しい 状 況 下 に置 かれ て い る。

1960年 代 か らは ニ ュー ヨー クの開 発 ブ ー ムに よ り、 ミ ッ ドタ ウ ソを 中心 に都 市 再 開 発 され 、 、

マ イ ノ リテ ィの 住 区 が オ フ ィ スに とっ て 代 わ った 事 や 、 マ ソバ ヅ タ ソ島 ア ップ タ ウ ソを 中心 に

近 隣 住 区 改 良 事 業(neighborhoodConservationproje(沈)が 行 われ た 事 が 、 当 該 地 で の 家 賃

の 高騰 を招 きマ イ ノ リテ ィ達 を 、 ニ ュー ヨー クの都 心 区 た るマ イ ハ ッタ ソか ら周 辺 区 へ 移 動 さ

せ る結 果 を 招 い た 。

即 ち 、 前 者 は 、 年 間6百 万sqf、8棟 も の 開 発 が あ り、 そ の 分 、 物 理 的 に 追 い 出 され て い る

し、後 者 も、事 業 自体 は 住環 境 整 備 に重 点 が 置 か れ 、 崩 れ か か った アパ ー トや 住 宅 を壊 して 、

比 較 的 良好 な コ ソ ド ミニ ア ム に建 て 直 そ うとい う事 業 で 歓 迎 され るべ き もの だ が、 皮 肉 に も、

そ の事 業 が 、 当 該住 民 に とっ て は 、従 前 よ り高 い 家 賃 の 支 払 い を 要 求 され る事 に な り、 低 所 得

者 層 の マ イ ノ リテ ィは 、 しぶ しぶ 、末 だ 、 不便 で 、 老 朽 した ア パ ー トの 残 って い る周 辺 区 へ と

移 っ て しま わ ざ るを得 な い と い う結 果 を招 き、 住 居 の レソ タル料 金 も1981年 か ら1987年 の間 に

50%も 値 上 が り した事 も、 マ イ ノ リテ ィの移 動 に 響 い て い る。この 事 業 は 、本 質 的 には 当 該 地 で

のマ イ ノ リテ ィの定 着 を狙 っ た も の では あ っ た が 、必 ず し も 目標 通 りに は事 は運 ぱ な か っ た。B)

3.ホ ーム レスの問題

米 国 内 で の景 気 の後 退 が失 業 者 を生 み 出 し、 ホ ー ム レス を数 多 く作 り出 した と一一般 的 に考 え

られ る ものの 、 ニ ュー ヨー クで は、 再 開発 事 業 や 、 オ フ ィスの建 設 に伴 って 高騰 して きた アパ ー

トの家 賃 の高 騰 も大 きい。 家 賃 高 騰 のた め 、追 い 出 され た住 民 も、 首 尾 よ く、 次 の 住 居 に 居 住

出 来 る階 層 も、1983年 当時 は 、所 得 の5分 位 の再 下位 の ク ラス で も、 約 半 数 は 、 アパ ー トや コ

ソ ドミニア ム に 、約 半数 が入 居 出来 た が、87年 には1割 も入居 出来 な くな っ て い る。9)こ う言 っ

た ア パ ー トの家 賃 の 高 騰 と い う住 条 件 の 悪 化 が ホ ー ム レス の大 きな 要 因 とな って い る。

ホ ー ム レス の人 数 は1982年3000人 、84年6000人 、88年9682人 、1991年8212人 とな って お り、

1988年 か ら人 数 自体 はや や 減 少 して い る も の の 、 ホ ー ム レス の世 帯 数 は1990年3196世 帯 、1991

年4525世 帯 と増 加 の 傾 向 に あ る。10)この よ うに 、 住 宅 条 件 の厳 しさ も考 え ね ば な らな い。
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図4ホ ー ム レスの理 由(二 三一 ヨー ク市)

ComprehensiveHousingAffordabilityStrategy,92P33の データによ る

ニ ュー ヨー ク市 で もホ ー ム レス につ い て の 実 態 調 査 を 、1991年 に 実 施 し、 そ の 結 果 を ま とめ

た が 、 や は り、 ホー ム レスの原 因 と して は、 家賃 が高騰 した とか、 家 主 に迫 い たて られ た と言 っ

た 住 条 件 か ら来 る理 由 が、 全 体 の80%を 越 して い る。 そ れ 以 外 に も不 慮 の 災 害 に遭 った とか 、

家 庭 で 虐 待 され た 婦 女 子 とか も あ るが 、 住 条 件 の厳 しさが 基 本 で あ る。11)

エ ス ニ ッ ク的 に は ア フ リカ ソが65.1%、 ヒス パ ニ ッ クが31.7%と 多 く両 方 で 全 体 の96.8%と

圧 倒 的 に 多 い。 年 齢 的 に は30才 未 満 が 全 体 の62.9%と そ の 大 半 を 占 め て い る。

更 に、 問題 とな るの は彼 等 の30%以 上 の者 が 、麻 薬 、 ア ル コー ル な どの 中 毒患 者 で あ る点 で、

この麻 薬 ア ル コール もホ ー ム レス にか らん だ 社 会 問 題 を 引 き起 こ して い る。 功

市 当 局 も、 ホー ム レス のた め に と、 シ ェル ター を用 意 して い る。 アパ ー トを追 い 出 され た人 々

も一 時的 に シ ェル ターLr留 ま って い る もの の、 この シ ェル ター は 、 無 法 地 帯 で 、 僅 かば か りの

次 の住 宅 の た め と思 って持 って い た金 銭 や 持 ち物 が強 奪 さ れ る事 件 が多 くて役 に立 って い な い

の が現 実 で あ る。

図5ホ ー ム レ スの エ スニ シ テ ィ(ニ ュ ー ヨー ク)

ComprehensiveHflusingAffordabilityStrategy'92P32の デ ー タに よ る
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4.ニ ューヨークの犯 罪問題

ニュー ヨークは、米国の都市の中でも犯罪の多い都市として知られている。事実、凶悪犯の

人口当 りの数は、米国の主要都市では、自動車産業の不振で、大量の失業問題で苦 しんでるデ

トロイ トに次いで2位 になっている。"》

1985年 以降の5年 間に、殺人を含む凶悪犯罪の数は増加の一途 を辿っている。この間、殺人

が63%、 凶悪犯罪全体で28%の 増加を示 している。

この背景Lrは、第一義的に、不況による経済的不振も考えられるが、もう一つは、ニューヨー

ク市内に、厳 しい条件が置かれている。 アフリカソ・ヒスパニックを軸 としたマイノリティグ

ループの増加が目立 うてきたころにもある。

一般に、犯罪は 「衣食足 りて礼節を知 る」とい う諺があるように、その背景には、経済的要

因が、第」義的に考えられる。人種別の犯罪率を見ると、市平均を1と す るとアフリカン2.0、

ヒスパニ ック1.6、 白人0.4、 アジア系0。1とアフリカソとな り、所得の高いアジア系や白人が

低 く、ヒスパニックの数字が高 くな・ゴている。胴)この事はさらに失業率によく顕れている。失

業率を人種別に見ると、失業率の全国的変化は年により異なうているものの、失業率は常に、

アフリカソ、 ヒスパニックは、常時、2倍 又は、それ以上ある。とりわけ、失業率が高まった

時ほどその差が大きい。つまり、景気の後退がこれらのマイノリティを直撃 している。
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こ の失 業 率 の 高 さ に も関 連 す るが 、 貧 困 率(家 族 構 成 に もよ るが 、 た と え ば 夫婦 と子 供2人

の 世 帯 だ と、1990年 現 在 、 年 間 の 収 入 が1.4万$以 下 の世 帯)が19$4年 現在 、 ヒ スパ ニ ック42.

9%、 ア フ リカ ソ31.9%、 白人9%と 前2者 の 率 が 圧 倒 的 に 高 い 。 更 に 、母 子 家 庭 に つ い て 、

貧 困地 帯 を見 る と、1980年 代 に入 って 益 々上 が って 来 て お り、1984年 の デ ー ター で は 、 ヒ スパ

ニ ック系 の それ が、 実 に80.2%も 昇 って い る。 粉

14456

Non‐HispanicBlack

Hispanic

図7ニ ュ ー ヨー クに お け る人 種 別 貧 困率(1984年)

PovertyinN.Y.City'87に よ る

と こ ろで 、 この 「失 業 」 に極 めて 低 い賃 金 と い う状 況 に な らざ る を得 な い理 由 と して 、経 済

不 況 も その 引 き金 に な って い る が、 それ と 同時 に パ ー ソナ ル な側 面 も考 え られ る。 即 ち、 米 国

の社 会 の 一 般 的 な 特 徴 と して の 「競 争 の 論 理 」 が あ る。 あ る技 術 力 、 理 解 、 判 断 、創 造 力 い わ

ゆ るマ ソパ ワー の有 無 が 米 国社 会 で の生 存 の鍵 とな って い る面 が あ る。 そ の 限 りで は、 例 えば 、

学 歴 面 で も、 白人 と 、 ア フ リカ ソや ヒス パ ニ ック と の間 に大 差 が あ り、又 、 中高 で の ドロ ップ

ア ウ ト率 も、 白人 が10%に 対 して 、 他 の二 つ は高 い 、 と りわ け ヒス パ ニ ック に つ いて は 、 そ の

3分 の1を 越 え る割 合 に な って い る。16)

表1ニ ュー ヨー クにおけ る人種別学歴 ニュー ヨーク タイ ムス89年9月12日

高 卒 大 卒

1

白 人

黒 人

ヒ ス バ ニ ッ ク

プ エ ル ト ル コ

{非 プ エ ル ト ル コ
{

fi7.5

f

43.5

40.5

47.9

%

{

22.9

11.9

5.8

3.?

9.6

%
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同じマイノリティでもアジア系について見ると、学力の点で、白人 グループを上回っており、

これが、米国社会でも低失業率、かつ、白人よりも高所得を得 る結果につながっている。17)

さて、犯罪も、ニューヨー クでは年々上昇 している事は先述のとおりであるが、最近の凶悪

な犯罪は最近は麻薬に関連 したケースが多い。即ち、麻薬についての住民への汚染度について、

その実態を見 ると極めてゆゆ しい状況になっている。即ち、18才～29才 までの若年層の45%が 、

麻薬の売人やその揚所を知っており、その50%が 、これまで麻薬を吸った事があると答えてい

る。これは犯罪の裏に、麻薬の存在が確認されている事か らす ると極めてゆゆ しい現状であ

る。助

次ぎに、犯罪の場所的変化を見ると、他の都市と同じく、概 して都心が高 く、周辺が低 くなっ

ているが、1980年 から、マイノ リティの都心区より、周辺区への移動により、犯罪率がプロソ

クス区やプル ックリソ区で増加 した。即ち、都心部のマンハッタソ区では都市再開発事業が多

く、そのため、それに伴う家賃の高騰から、マイノリティ達は、その家賃を払えず、周辺区に

移動 し出す一方、マソバ ッタソ区へ比較的高所得者が流入 し、その結果、殺人犯など凶悪犯は
'7ソ バ

ッタソ区よりもプロソクス区の方が高 くなった。ただし、てンバッタソ区でも、セソト

ラルハーレムイース トハーレム、 リバーサイ ド、ロー ワーウエス トサイ ドなどは依然として、

麻薬汚染がひどく、犯罪率は高まるままである。

表2ニ ュー ヨークにおける区 別殺人 犯罪 者

N。Y.市 警の データーよ り著者集 計

区 1988年 1980年

Manhattan 85(3.2) (3.7)

Bronx 111(3.4) (3.1)

Brooklyn 116(3.0) {a.$)

Queens 11a(i.$) (1.3)

Richmond 100(0.3) (0.9)

1980冒100

()内 は1万 人 当 り の件 数(1988年)

この ほ か 、最 近 で は麻 薬 に か らん だA】1)S問 題 も非 常 に 深 刻 な問 題 とな っ て い る。 貧 困 な階

層 に 、注 射 に よ るナ コ ーテ ィ ズ ム が は び こ り、AIDSビ ー ル ス が蔓 延 す る危 険 が 大 き い事 で あ

る。 非 公 式 に はHIVの 陽 性 率 が 、NYで は2～3と い う説 もあ る。 全 米 の デ ー ター で も24～44

才 まで の死 亡 原 因 の約50%がItだ った と い う記 事 は改 め て 全 米 に シ ョ ック を与 えて い る。19)
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5.ニ ューヨークの財政問題

ニュー3-一 ク市は1980年 までは一貫Lて 人 口の増加を見たが、1980年 から、都心部での再開

発、住宅からオフィスへの転換などによ り、人口増加率が鈍化 し始めたうえに、税負担力のあ.

る 「白人」が市外へ転出し、税負担力の弱い 「黒人」 「ヒスパニック」層の流入が重なり、更

に、 レーガソ大統領(1981-89年 在位)の 経済政策 として、強い米国への誇示のため軍事支出

の煽 りを受けて、市への財政補助金のカットも手伝い、市財政は縮少を余儀なくされた。

100

90

80

7a

60

40

1976=

100

1976197719781979198019811989

図8ニ ュー ヨー ク市財政の変化 ニュー ヨー ク市TaxCommissionの 統計 より著者 作成

即 ち、 人 口 に つ い て 言 えぱ 、1980年 か ら90年 には 僅 か に3.5%の 増加 に と ど ま って お り、 人

口の エ ス ニ ッ ク構 成 に つ い て も、 この間 に 、 白人 が マ イ ナ ス14..s%に 対 し、 黒 人9.0%、 ヒス

パ ニ ッ ク26.8%と 低 所得 者 層 に代 表 的 な マ イ ク リテ ィが大 幅 にふ えて い る。 尚 、 白人 と同 等或

は そ れ以 上 の 収 入 を得 て い る ア ジ ア系 移 民 の 数 は 、 同期 間 中 、104.7%と 極 め て 大 きな伸 び を

して い る もの の、 彼 等 が 本格 的 に 米 国 に 移 民 出 来 た の は1960年 代 で 、 そ の数 も、49万 人(市 人

口の7%弱)と 少 な く市 財 政 を好 転 させ るほ どの起 爆剤 とな らな か った。a。》

さ らに 、収 入 源 と して 、 国 か らの財 源 も、 レ ーガ ソ ミ ック スの 影 響 で 大 き く削 られ 、収 入 に

占め る割 合 も1980年 の6%か ら11%へ と大 き く後 退Lた 。 この 結 果 、財 政 規 模 は 、漸 次 、縮 少

の 一途 を辿 り、1989年 に は29%縮 少 、 更 に、1989年 か ら国 家 及 び 州経 済 も木 振 とな り、新 た に

大 きな財 政 カ ッ トを 強 い られ て い る。

厳 しい 財政 を この 上 な く圧 迫 す る要 因 と して 、 財 政 の赤 字 が あ る。1960年 代 か ら慢 性 的 な赤

字 で この蓄 積 額 が1976年 には55億$、1980年 に は70億$と 上 昇 し、 そ の 負債 の 金利 負担 が 、全

予 算 を超 え る よ うに な り、 そ うで な くて も厳 しい予 算 に ム チを 打 って い る。 こ こに 、 財 政収 入

は 、 更 に そ の 規模 を縮 少 させ(約10%)る こ と に も な った 。

こめ財 政 カ ッ トの 犠牲 は 発 言 力 の 弱 い部 門 を 直 撃 して い る。例 え ば 、 医 療 、福 祉 の項 目に つ

いて み る と、1989年 で は1976年 当 時 の43%、 即 ち、 半 分 以 下 の 規模 に縮小 して い る。 実 は この

間 に ドミニ カ や ホ ソ ジ ュ ラ ス な ど新 た な ヒ スパ ニ ックや イ ソ ドシ ナ半 島 の難 民 の大 量 の 流入 、

ドラ ック の蔓 延 、A皿)Sの 拡 大 、 ホ ー ム レス の増 加 な ど 、 こ の方 向 に 予 算 を 大 幅 に増 加 させ な

くて はな ら な いの に、 逆 に、 縮 少 せ ざ る を得 な い と い う厳 しい状 況 に追 い込 まれ た 。
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Summary

NYhasbeenservingasoneofthebiggestworldtmdecenters.So血rithasalsoaccepted

manym血oritiesandimmigrantsfromallovertheworld.Itlstruethatthere,sabrightarea

intheMid&DownTownNYwheretheremanyconstructionshavebeendone;therehave

beenasmanyas8intelligentbuildingsinanannualaveragesince1960.

Ontheotherhand,suchseriousprobemshavebeenissuedeshomelessproblem,growing

numberofviolentc血es,ba血uptcyoftheCityBudget.

Toward1985NYCityhadnoethnicgro叩whichgainedmajority.BeforethenWhite

commandedmajorityintermsofdemography.In1990,talkingoftheethniccomposition,%

ofWhiteplungedto49.2°,6,whereAfricansraisedupto25.296,Hispanic24.496andAsian

Minoritiesdoubledtheshareof6.796since1980.

TalkingabouttheHousingProbleminNYCitywehavetonoticethehikeofrentalprice

ofcondominiumevokedbytheurbanredevelopmentprojects.Wehad50960fpricehikeinS

yearsin'$0.Solowincomershavebeencompelledtoleavetheresidenceswheretheyhave

beenlived.Someofthembecamehomeless

Violentcrimerateisalsogaining.Thisisbecauseoftherecessionofeconomyand

influenceof`nBCOrtis皿,asusingcracksormarijuna.It,saveryseriousproble皿thatthe

numberofjuveniledraggerisgainingsohigh.

Sho晦eofcitybudgethasbeenbroughtbythefb皿owillgfacts.

①Therich_..havebeenjumpedout丘omtheCILytothesuburbsandthepoorpeople

comingintothecity.

(2)Curtailanentfromfederalgovernment'ssubsidiesduetotheReagomomicsPoticy.

Sowehadashinkedbudgetrecentyears,whichbitterlyhitsuchproiectsaswelfare&

medicaid.


